
再評価結果（平成１７年度事業継続箇所）

九州地方整備局道路部地域道路課担 当 課：

的場 眞二担当課長名：

事業名 事業 事業

一般県道 曽津高崎線 地方道 鹿児島県区分 主体
そっ こうさざき

起終点 延長自：鹿児島県大島郡宇検村管鈍
おおしまぐん うけんそん くだどん

３．６６km至：鹿児島県大島郡瀬戸内町西古見
おおしまぐん せとうちちょうにし こ み

事業概要

一般県道曽津高崎線は，奄美大島の南西部に位置し，宇検村管鈍地区を起点とし宇検村の各集落を
そ っ こうざき うけん そんくだどん う けんそん

経由して瀬戸内町西古見地区に至る延長約３３ｋｍの補助幹線道路である。当路線は，安全で円滑な交
せ と うちちょうにし こ み

通を確保し，各集落の交流促進及び地域の活性化に寄与する延長３．６６ｋｍの２車線道路である。

Ｈ７年度事業化 Ｈ 年度都市計画決定 Ｈ７年度用地着手 Ｈ８年度工事着手

（Ｈ 年度変更）

全体事業費 約６１．７億円 事業進捗率 ５５％ 供用済延長 ２．０km

計画交通量 ４８０台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 １．４ ２６/４６億円 ４３/６４億円 平成１６年(事業全体)

25/45億円 走行時間短縮便益： 21/28 億円事 業 費：

１/１ 億円 走行費用減少便益： 0/7 億円(残事業)１．７ 維持管理費：

交通事故減少便益： 22/29 億円

事業の効果等

・物流効率化の支援（農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる）

・国土・地域ネットワークの構築（現道における大型車のすれ違い困難区間を解消する）他８項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

現道は，線形不良の隘路区間で，豪雨時には斜面の崩壊など道路災害が多発していることから宇検村

らも早急な整備要請を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

当路線を主に利用する圏域（名瀬市，瀬戸内町）

人 口 平成７年度（約１１．９千人）→ 平成１４年度（約１１．１千人） ０．９３倍

自動車保有台数 平成７年度（約４．５千人）→ 平成１４年度（約５．７千人） １．２７倍

交通量(日当たり）平成６年度（約1,687台／日）→ 平成１１年度（約1,552台／日） ０．９２倍

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成１６年度までに２．０ｋｍを供用しており，残りの用地取得も概ね同意を得られていることから平

成２２年度には完了する。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

用地取得において字図混乱箇所が多く，さらに相続問題の発生等により登記処理に長期間要したが用地

取得も平成１７年度には完了する。

施設の構造や工法の変更等

特になし

事業継続対応方針

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

事業箇所

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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